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第181臨時国会開会

第181回臨時国会が29日召集されました。国民大運動実行委員会、中央社保協、安保廃棄中央実行委員会は要求実現をもとめて国会請願デモ、院内集会を行いました。
霞が関・永田町に「原発再稼働反対」「消費税増税中止」「ＴＰＰ参加はやめろ」「オスプレイはアメリカに帰れ」「解散して信を問え」などのシュプレヒコールが響きました。

解散・総選挙で国民の信を問え！～今後の国会行動の日程です
　　○日　時　　１１月７日、２１日（いずれも水曜日）12時15分～13時
　　○場　所　　衆議院第２議員会館前（旗・ノボリ・横断幕などを持って参加を）
男女雇用機会均等法見直しの議論が始まる
厚生労働省労働政策審議会雇用均等分科会

労働政策審議会において、改正男女雇用機会均等法（平成18 年）における附則第5条検討規「 政府は、この法律の施行後五年を経過した場合において、新法及び第二条の規定による改正後の労働基準法第六十四条の二の規定の施行の状況を勘案し、必要があると認めるときは、これらの規定について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする」に基づき、見直しの議論が10月15日より始まっています。30日の120回雇用均等分科会では、この議論の2回目が行われ、検討を加える論点案が示され確認されました。
論点は次の5つです。第5条～7条関係「性別を理由とする差別の禁止について（間接差別を含む）」、第9条「婚姻、妊娠、出産などを理由とする不利益取り扱いの禁止について」、第11条「セクシャルハラスメント対策について」、第8条・14条「ポジティブアクションの効果的推進方策について」、第15条～30条「法の履行確保について（行政指導、紛争解決の援助、調停）」

議論の中で、労働者側委員から「男女賃金格差是正問題が均等法には条文として入っていないが、論点として取り扱ってもらいたい」「間接差別の論点に含まれると思うが、雇用管理区分の見直しが必要と考える」「仕事と生活の調和を理念に盛り込むことが必要と考えている」「妊産婦の健康管理について、事業主への義務付けが行われているが、就業規則に盛り込むところはどれくらいあるのか、6割が妊娠を契機に止めている現状は、制度の問題か周知の問題か議論が必要」「妊娠・子どもを育てる中での退職勧奨、解雇などがある5～7条を議論する際にケースなども分析する必要がある」「管理職比率が日本は異常に低いが、管理職比率はさまざまな課題が関連している。広義のポジティブアクションが求められる」など論点に対する意見が出されました。座長は出された意見などを盛り込みながら提案した論点の中で議論をしていくとまとめました。
次回の雇用均等分科会では「性別を理由とする差別の禁止」について議論されます。

厚生労働省ＨＰ　http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r98520000008f5z.html#shingi23　には審議会での議論が閲覧できます。

また、審議の傍聴も申し込み制でできます。開催案内など、随時女性部ニュースでお知らせしますので、傍聴をお願いいたします。
１０月１８日ＪＭＩＵ中央行動　　　2012年秋闘
ＪＭＩＵ日立建機ティエラ支部副委員長　　前田久志さんの発言
　男女作業服・育児の短時間勤務を小学校3年生まで・家族看護休暇の新設
　大阪地本・日立建機ティエラ支部副委員長の前田です。１２年秋闘における青年部の取り組みを発言します。
９月から始まる秋闘に向け、８月の幹事会で秋闘の進め方や要求について議論し、いくつかの「核」となる要求を作りました。その後青年全体による年代別職場討議を行い、「核」となる要求と、その中で出た要求を基に幹事会でどれにするかを決めました。後日、第２組合の滋賀労組青年部と共同での団交開催確認と要求のすり合わせを経て、「出産一時金の増額」「男女作業服支給内容の見直し」「看護休暇・介護休暇をそれぞれ５日から１０日とすること」「育児勤務取扱規則の短時間勤務を子供小学３年生までとすること」の４項目を青年部の要求に決め、会社に提出しました。
しかし１０月３日の初回回答では、「当社の出産一時金３万円は世間と比べても妥当な額」「育児・介護休業法に書いてある以上のことはしない」と、世間動向や法令遵守を前面に押し出した不誠実な回答でした。例年取り組んでいる青年部の独自団体交渉は２次回答日に交渉となるので、回答を見たとき、法律が出ていたので期間もないし、どう反撃したらいいのか大変になるなと正直思いました。団体交渉日前日の幹事会終了後、団交メンバーだけで団交の進め方などを打ち合わせし、１０月１０日の交渉日を迎えました。
１０時から３０分間、滋賀労組青年部と最終打ち合わせをして、大阪は青年部長、副部長、書記長の４名と今年新しく就任した幹事１名の計５名、滋賀労組は青年部長と女性部長の２名と親労組副委員長の合計８名で交渉に臨みました。１時間にわたる交渉の結果、「男女作業服支給の見直し」「育児勤務取扱規則の短時間勤務を子供小学３年生までとすること」については要求どおり、「看護休暇・介護休暇をそれぞれ５日から１０日とすること」については、『子供を含めた家族の看護に対して使える家族看護休暇制度を５日新設する』という内容で、４項目中３項目について前進回答を得ることが出来ました。去年は２時間交渉を行ったので、今回の１時間交渉は気持ちも楽になるかと思いきや、やっぱり交渉となると緊張感が高まり、時間は関係なく大変だと改めて感じました。そんな中でも青年が今思っていることや青年の現状をぶつけること、そして何よりも職場の実態を突き付けること、そうしないと要求も前進しなかったかもしれないので、声を出すことについても改めて大切だと感じました。
これまでの交渉を通して、会社も要求内容について色々調べていてすごく勉強しているとつくづく思いました。会社の主張に対しどう反撃するか、対応策を見出すのは本当に大変で上手くいかないこともたくさんありますが、負けずにこれからも頑張っていきたいと思います。

郵政産業労働者ユニオン京都協議会女性部結成総会

 ９月29日（土）第23回郵産労京都協議会女性部総会に引き続き郵政産業労働者ユニオン京都協議会女性部結成総会を本部女性部から有村事務局長を迎え開催しました。 

職場の状況交流では、「相変わらず営業目標に対する締め付けが厳しく、個人や部会、局単位で競わされ、追及も厳しく、保険や物販などあらゆる商品の個人別成績順位リストが回覧され成績不振者は呼び出されるなど、本当にひどい」「人数が少なく毎日バタバタしている」「業務以外の成績管理や報告事務が大変。新業務に対する研修もなかなかできず人材育成もできない」「一部の人に負担がかかりすぎる等アンバランスが生じている。」「投資信託や変額年金などのリスク商品まで目標設定をし、個人別成績表を出し締め付けをしている」等、次々とひどい状況が報告されました。組合員がいる職場で、これだけの問題が出ているので、いない職場では表面には出てこないもっと深刻な問題点が潜んでいるのかもしれません。 

特に旧特定局は少人数で職場が独立し、職場環境も地域や構成員によって全く異なるため、問題も様々複雑です。普通局でも数字やグラフに囲まれた職場で、勤務時間や休憩時間もばらばらで話をする時間がなく、なかなか本音を聞けません。殺伐とした働きづらい職場になっています。 

お客様に気持ちよく利用していただき、誇りを持って、働き甲斐のある職場を作っていきたいという思いは皆同じだと思います。どんな小さなつぶやきも逃さず、アンテナを張り、楽しく活動をしていきます。 

また、今年７月には郵政ユニオンと統合し、新たな活動拠点ができました。女性部ニュースやレク活動を通じ対話を広げ、仲間を増やしていきます。（ 郵政産業ユニオン京都協議会　女性部長 荒木信子）
















参加の輪をひろげてください


第５7回　はたらく女性の中央集会　ⅰn京都


11月10、11日　京都テルサ


参加組合は団体旗を持参してください。全体会の終盤に登壇していただきます。









